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グラフ理論， あるいは， 組合せ論などの離散的な構造を解析する研究， ある
いは， それらの構造を利用した最適化やアルゴリ ズムの研究を行っている。
代表的な研究としては， 単調な論理関数の双対化問題を研究している [1]。 単
調な論理関数の双対化問題とは， 与えられた論理積形からそれと等価な単調な
論理和形を求める問題であり ， 数理計画， 人工知能， データベース， 分散シス
テム， 学習理論など様々な分野に現れる数多く の重要かつ実用的な問題と（ 多
項式時間還元の意味で） 等価であることが知られている。 1996年に Fredman

と Khachiyanによる準多項式時間で解けることは示されているが， 未だに多
項式時間で解けるかどうか分かっていない。 この双対化問題は， 単調論理関数
の論理積形， 論理和形という ２ つの双対的な表現が与えられたときに， それら
が等価であるかを判定する問題や人工知能分野において重要な役割をもつホー
ン理論におけるホーンルールと特性ベクト ル集合という 双対表現の等価性判
定問題とも密接に関連する [2]。 また列挙分野においてその計算量が未解決で
あった多く の問題がこの双対化問題に準多項式帰着可能であることがわかって
きた [3,4]。
さらに推論分野における論理仮説の補完問題に対して， 広く 信じられていた
予想を覆し ， 最も重要なクラスであるホーン推論において， 逐次多項式時間で
可能であることを示した [5]。
上記以外にも ， 整数線形不等式系 [6]， 相補性問題 [7]， オンライン最適化問
題 [8]， ロバスト 最適化 [9]， ゲーム理論における均衡解に関する研究 [10]など
を行っている。
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